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安倍首相は、2 月 26 日には大規模イベント自粛を要請し、27 日には全国一律の学校休校
要請を出した。 4 月 7 日、総理大臣官邸で第 27 回新型コロナウイルス感染症対策本部を
開催し、改正新型インフルエンザ等対策特別措置法第３２条第１項の規定に基づき、緊
急事態宣言を発令した。緊急事態措置を実施すべき期間は、令和 2 年 4 月 7 日から 5 月
6 日までの 1 か月間とし、実施すべき区域は、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、大阪
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た。その後、授業開始日を遅らせ、5 月 7 日から遠隔授業（ e-Learning）等に変更していた。
5 月 31 日に緊急事態宣言が全都道府県で解除され、登学禁止の一部解除を取ったものの、
課外活動・サークル活動については、引き続き 6 月 24 日まで禁止された。第 2 クォーター
開始日（ 6 月 25 日）以降は、実験、実習、実技等の対面実施が必要な授業科目を除き、遠
隔授業で引き続き実施していた。課外活動・サークル活動団体からの申請を審査し、感染
防止対策が出来ていると大学が判断した場合には、一定の条件を付けたうえで、6 月 25 日
以降順次、活動を認める方針が打ち出された。7 月以降、「新たな日常」に対応した行動方
式が提唱され、日頃から３つの密（密閉・密集・密接）が発生する場所を徹底して避ける





図 1. 大教室座席と消毒液の設置  
出典：筆者撮影  
 




わゆる第 3 波の感染段階に入った。本稿の執筆中において、大阪府は国が運用している 4
段階の感染状況に基準で危険度の最高状態であるステージ 4 に近づいている状況となっ
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 2020 年 1 月 23 日に武漢ロックダウンが実施され、全国各地で外出戒厳令も出された。山東大学


























図 4. 入学対策   
出典：同上  
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図 5. 健康コード 
（緑は外出可能、黄は 7 日間隔離、赤は 14 日間隔離） 
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図 8. 学内試験場と自宅受験様子  
出典：山東大学「山大視点」https://www.view.sdu.edu.cn/より転載  
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政府においても、強力な規制手段を取りながら、感染者 1 人がでたら、広範囲で徹底的に PCR
検査を行う態勢を整えている。例えば、10 月 11 日、中国本土基準で 56 日ぶりに新型コロナウイル
スの感染者が発生した山東省青島市では、感染が確認された 6 人の他にさらに 6 人の感染者が確
認されたところ、青島当局は同月 16 日までに、同市に居住する約 900 万人全員に PCR 検査を実
施した。この検査は 10 人単位で組を編成し、検体を混ぜて検査する方法で実施された。いわゆる、
１つの試験管に複数の検体を入れる「プール方式」が採用されることで、迅速な検査が実現された。  
 
4.おわりに  
現在、日本ではすでに後期授業に突入している。萩生田光一文部科学大臣も記者会見に
おいて、「ポストコロナ期における新たな学びの在り方」をテーマとする教育再生実行会
議の報告を述べているほか、「オンラインと対面のハイブリッド教育の模索」を各大学へ
要請している点を強調している。しかしながら、10 月以降、全国の大学ではクラスターが
相次いで発生し、課外活動や対面授業の真価が問われている。  
日本では、中国のようなロックダウンは法的に定められておらず、大学でも寮生活方式
ではないことから、学生の行動を制限することが不可能である。一方、中国では大学封鎖
によって外部とのつながりがシャットダウンされ、従来の学内での就職活動（校招）が開
催できなくなり、学生の進路に大きな影響を与えた。  
本稿で紹介した日中大学の取り組みのように、ポストコロナ時代における大学の教育・
研究方式の転換が求められる中、従来の大学の社会的役割をどう果たすべきかについても
真剣に考える必要があると考えられる。  
